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＜審議会における検討の経緯＞
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札幌市都市計画審議会 土地利用計画等検討部会 委員名簿 

                    

敬称略、五十音順 任期：平成 29 年 7 月～平成 30 年 10 月   

※ ◎部会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専攻・分野 氏名 現職 

札
幌
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員 

都市計画 ◎岡本
おかもと

 浩一
こういち

 北海学園大学工学部 教授 

法律 岸本
きしもと

 太樹
た い き

 北海道大学大学院法学研究科 教授 

造園 椎野
し い の

 亜紀夫
あ き お

 札幌市立大学デザイン学部 准教授 

商工業 中村
なかむら

 達也
た つ や

 札幌商工会議所 住宅・不動産部会 部会長 

経済 濱田
は ま だ

 康
やす

行
ゆき

 公益財団法人はまなす財団 理事長 

専
門
委
員 

建築計画 片山
かたやま

 めぐみ 札幌市立大学デザイン学部 講師 

交通計画 岸
きし

 邦
くに

宏
ひろ

 北海道大学大学院工学研究院 准教授 

農業経済 宮入
みやいり

 隆
たかし

 北海学園大学経済学部 教授 

不動産 宮
みや

達
たち

 隆行
たかゆき

 不動産鑑定士 
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＜パブリックコメント＞ 

 

（１）意見募集期間 

   平成 30 年（2018 年）8 月 16 日（木）から 9 月 14 日（金）までの 30 日間 

（２）意見提出方法 

   郵送、FAX、E メール、ホームページ上の意見募集フォーム、持参 

（３）資料の配布・閲覧場所 

� 札幌市役所本庁舎（１階ロビー、２階市政刊行物コーナー、２階都市局市街地整備

部宅地課、建築指導部管理課、５階まちづくり政策局都市計画部都市計画課、15 階

経済観光局産業振興部立地促進・ものづくり産業課、観光・MICE 推進部観光・MICE

推進課） 

� バスセンタービル（建設局みどりの推進部みどりの推進課） 

� 各区役所（市民部総務企画課広聴係） 

� 各区民センター 

� 各まちづくりセンター 

� 札幌市ホームページ 

（４）意見の内訳 

  ①意見提出者数 

    ４人（団体を含む） 

� 年代別内訳 

 

 

 

� 提出方法別内訳 

 

提出方法 郵送 FAX Eメール HP 持参 合計

人数 1 0 1 2 0 4

年代 19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 不明 合計

人数 0 0 0 0 2 1 1 0 4

※類似した意見については、まとめた上で本市の考え方を示しています。 
※計画案と直接の関係が無いご意見（他事業へのご意見等）については、集計の対象としていません。 
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（５）意見の概要とそれに対する札幌市の考え方  

  

No.
該当

ページ
意見の概要 市の考え方

1 18

　水道水源区域はどのような基準で設定してい

るのか。

　水道水源区域は各河川の上流域のみでなく地

下水脈についても考慮し、各河川の上流域に隣

接した区域を水道水源区域に準じた扱いにすべ

きではないか。

　札幌の生活用水は、白川取水場（豊平川）、発寒川取水場（琴似発寒

川）、宮町取水場（星置川・滝の沢川）から取水しており、これらの取

水場における各河川の上流域を、本市の「水道水源区域」として設定し

ています。なお、水道水源区域の区域界は、主に各河川の流域にある山

の分水嶺となります。

　今回の見直しでは、この水道水源区域が上水道の水質に直接影響を及

ぼすことから、この区域を対象に開発（建築）行為を規制することで、

森林伐採による涵養力の低下や土砂の流出、または事業場からの排水に

よる水質汚染等を未然に防ぐことを検討しています。

（３）魅力創造誘導型

2 28

　「札幌ドームと相乗効果が期待できる多様な

施設の立地など、周辺を含めた更なる活用を図

ります」という取り組みの方向性に賛成する。

　例えば、国道36号と羊ヶ丘通との間の土地

を利用し、「さっぽろ道の駅」を立地させ、各

区で収穫された農産物や市内で造られた工業製

品等を販売し、札幌の魅力発信拠点とすること

で、札幌のブランド価値アップと発展につなげ

ることができるのではないか。

　札幌ドーム周辺は、第2次札幌市都市計画マスタープランにおいて、

高次機能交流拠点として位置づけられており、拠点としての機能や魅力

の向上に資する土地利用の限定的な許容を検討することとしています。

　いただいたご意見については、今後の参考とさせていただきます。

3 30

　モエレ沼公園・サッポロさとらんど周辺は、

交通の便が悪く採算の望めない立地であるた

め、飲食店や物販店を認める必要はないのでは

ないか。

　モエレ沼公園・サッポロさとらんど周辺は、第2次札幌市都市計画マ

スタープランにおいて高次機能交流拠点に位置づけており、拠点として

の機能や魅力の向上に資する土地利用の限定的な許容を検討することと

しています。

　今回の見直しでは、拠点周辺における利便性及び魅力の向上に資する

民間開発を促すために、土地利用の規制緩和を検討しています。

　交通に関しては、札幌市が今年度、バスで都心部のホテルからモエレ

沼公園・サッポロさとらんど・サッポロビール博物館（サッポロビール

園）をめぐる周遊バス運行実証事業を展開するなど、交通アクセス改善

に向けた取り組みを行っています。

4 33

　市街化調整区域に存在する遊休地について、

経済優先ではなくSDGsの理念に沿う形で有効

に活用できるような制度等の整備をしてほし

い。

※SDGｓ（持続可能な開発目標）：2015年9

月の国連サミットで採択された「持続可能な開

発のための2030アジェンダ」にて記載され

た、2016年から2030年までの国際目標

　市街化調整区域においては、農地や自然環境を保全することを前提と

して、市街地の外ならではの土地利用が図られるよう対応してきました

が、今後は市街化調整区域の特質を生かし、土地を適切に活用する視点

も必要であると考えております。

　いただいたご意見については、今後の参考とさせていただきます。

5

　市街化調整区域には細かく宅地割りされた現

状有姿分譲地が数多く存在しているが、そのほ

とんどが有効に活用することが困難である。

　国においては、このような遊休地に対する施

策を講じ始めていることから、札幌市において

も、土地利用の観点から土地を活用できる諸制

度等の整備を進めてほしい。

　ご指摘のとおり、市街化調整区域には現状有姿分譲地が点在している

状況であり、札幌市においても国の動向を注視していきたいと考えてい

ます。

　いただいたご意見については、今後の参考とさせていただきます。

その他

４　市街化調整区域の保全と活用の方針

（1）保全優先型

５　効果的な運用に向けて
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＜平成 30 年改定の要点＞ 
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市街化調整区域の保全と活用の方針 

〒060-8611  

札幌市中央区北１条西２丁目 

札幌市まちづくり政策局 都市計画部 都市計画課 

平成 18 年（2006 年）3月 

（平成 19 年（2007 年） 8 月 改定） 

（平成 22 年（2010 年） 4 月 改定） 

（平成 22 年（2010 年）11 月 改定） 

（平成 25 年（2013 年） 2 月 改定） 

（平成 30 年（2018 年）12 月 改定） 

TEL 011-211-2506 / FAX 011-218-5113 

ホームページ  http://www.city.sapporo.jp/keikaku/ 


